
出ていないようであったが，地域を研究するわれわれに

とっては，大いに参考になった.

り緑も多く，東京のゴミゴミした中にいつもいるわれわ

れの目には，とても美しいIHJ であるように見えたことの

2 つの点が印象深かった.2 日目，地域のORに携わる者としては，都市を見で

あるくのも重要な仕事であるなどと勝手に決めて，仲間

とともに北九州市内を歩き回った.若戸大橋を歩いて渡

ったり，関門橋まで市内電車で行ったりして，北九州の

各区に一応足を踏み入れた.来るまでに抱いていた北九

州のイメージが実物とずいぶん違うのに驚いた.とくに

市街地が立体的であること，海と山と町並みが一体とな

発表会を振り返ってみると，エネルギー問題，施設の

最適配置，市街地の分類，人口の動きといったまったく

異なっていると思われる分野の問題が， OR学会の中で

はとくに違和感もなく納まっているという点が印象に残

る.

(中村県三菱総研今)
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日) 昭稿154年度予算案 秋山一犬 (有)公文数学研究所

6) 昭和54年度役員候補者 池上 勲北海道庁

( )内は出席者数 3. ソェロー推薦について 甲斐荘若手生 側三井1:銀行

主査会議 3 JJ 19 日(火) (11) 4. 秋季研究発表会の実行委員並に 熊罪事 昭良 東京大学医科学研究所

研究普及委員会 3 月 19 日(火) (9) 特別テーマ 国原千津子側目立製作所

会員増強タスクフォース 5. 入退会 添回定男明友商事制

3 月 23 日(金) (4) 6. 4 学会連絡会の報告 高橋敬二日機装紛

庶務幹事会 3 月 26 日(月) (6) 
入退会

東 英明 オリンパス光学工業側

評議員会 4 月 4 日(水) (18) 藤原信一胸ユサ・コンピュータ

第 7 回理事会 4 月 4 日(水) (15) 53年度退会者(正会員) 程野 真戸田建設側

編集委員会 4 月 13 日(金) (10) 青木敬行 ;{'i井正純一i保半;夫 武藤滋夫東京工業大学

会員増強タスクソォース 'ード山武彦大OJ;秀之 大凶輿平治 m<!iJ 併うた 東北金属工業側

4 月 19 日(本) (3) 岡崎正彦大瀧厚北林琢~ )11合崩一住友ケミカル

第 7 園理事会議題
小泉隆挙斉藤雅紘篠原正明 エンジニアリング制

4 月 4 日 鈴木敏行高木俊一豊島文様 ;点数 fi~.H 北海道大学

第 6 回理事会議事録の添訟 中川道駅星野哲三矢野真和 出~] 裕康東亜合成化学工業側

2. 昭和54年度総会議案について 71j凶裕尾崎正応岡崎美晴 古川 正本;地川工業高専

1) 昭和53年度事業報f九一 神尾孝:加藤降償問fLー (学生会員)

2) 昭和53年度決算報告 (僕WJ会員) 峰村康夫 tt山学院大学

3) 院査報告 オリエント・データ紛 山岸国夫神戸大学

4) 昭和54年度事業計幽案 入会 (54年度より) (正会員) 熊谷紀男慶応義塾大学

編集後言r.T貴重な提案や研究成果も，他人に正しく伝わ

らなければ何の役にも立ちません.プレゼンテーション

の重要性は宵本市朗氏(本誌 2 月号， トップの視点)が

指摘されてし、る通りです.社内での情報の伝達や研究発

夫会の際に本特集号が少しでもお役に立てば卒いです.

V もっとも，図表作製費は本誌のコストの中で、非常にー人

きなウェイトを占めますので，木語、への御寄稿の際はで

きるだけ少ない図表を効果的に使っていただけるとあり

がたいというのが編集 fの本青ですが (R)

JlI(I，-ilil~l/'予す 昭和54年 5 月号第24巻 (新シリーズ第 4 巻) 5 号 通巻 221~j
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